私たちの日本
私たち家族は、初めての日本旅行にわくわくしていました。娘のヨハンナが大学を卒業したお祝いに、この旅行をプレゼントしました。しかし、私たち夫婦が旅行をするための口実だったのかもしれません。私たち３人、楽しい旅行になることを期待してはるばるドイツからやってきました。決められた時刻に出発する新幹線に乗り、娘がぜひ見てみたいという東北地方をめざしました。

３月１０日、宮城県の松島にある旅館に一泊しました。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まつお),松尾)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばしょう),芭蕉)の俳句にもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よ),詠)まれた美しい景色を今でも忘れることはできません。そして、日本のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうちょ),情緒)が感じられる旅館でのんびりと温泉につかりました。自然の特徴を生かして作られた温泉には感動しました。

「やっぱり、日本学を勉強してよかったでしょ。」（※日本学…日本の文化や仕組みを勉強する学問）
と娘は大喜びでした。私たちも日頃の疲れをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いや),癒)しつつ、異国の文化を楽しみました。

翌日１１日、松島に別れを告げて、一路鉄道で仙台市へ向かいました。１時間に数本しか走らない列車には、買い物袋をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),提)げたお年寄りや、学校へ向かう学生が数人まばらに乗車していました。ゆっくりと走る電車から見える風景は、平和な日本のそのものでした。
しかしそれは、その時まででした。突然、電車の揺れとは明らかに違う大きな揺れが電車をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おそ),襲)いました。私たち親子には何が起こったのかわかりませんでした。激しいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆ),揺)れはしばらく続き、このままでは電車ごとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たお),倒)れてしまうのではないかと思うほどでした。
「お父さん、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こわ),怖)い！」

「大丈夫だよ、ヨハンナ、しっかりつかまって！」

しばらくしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆ),揺)れはおさまりました。幸いだれもけがをした人はいませんでした。しかし、周りの日本の方々のようすを見ると、ただ事ではないことがわかりました。

電車はその場で止まってしまったので、すぐにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),降)ろされました。少し歩いて最寄りの駅に着きいそいでタクシーに乗りました。とりあえず大きな町である仙台に行けばなんとかなる、と思いほっとしました。すると後ろの車がけたたましくクラクションを鳴らしました。まるで怒り狂うかのようでした。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(れいぎ),礼儀)を重んじる日本人にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(に),似)つかわしくないEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おこな),行)いだと思いふり向くと、大きな水の塊がすぐそこまでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せま),迫)っていました。何が起こっているのかその時は全くわかりませんでした。
「このままじゃ、やられる！」

運転手の方も必死でアクセルを踏みました。私たち３人は神に祈るしかありません。しかし水の勢いは増すばかりでついには私たちの乗る車を飲み込んでしまいました。みるみる水が上がってきて、もう車の中にはいられません。
「外へ出ろ！」

運転手の叫び声で急いで外へ出ましたが、私たちはあっという間に流されてしまいました。体の自由はうばわれ、必死で手をつなぎ離れないようにするのがやっとでした。このままでは命がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あぶ),危)ない、そう思いながらようやく差し出した手が、どこかの家のバルコニーをつかみました。すると力強い手が私たちを引き上げてくれました。

「助かった…」

私たち３人はとりあえず一命をとりとめました。

「大丈夫ですか？」

年老いた夫婦が、震えて声も出せない私たちに話しかけました。日本語が分かる娘でさえ、とりあえず首をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たて),縦)に振るのがやっとでした。

それから何時間たったでしょうか。流れはおさまりましたが、停電のため室内はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くらやみ),暗闇)となり、あたりはがれきがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さんらん),散乱)していました。またいつ流されるかわからないEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうふ),恐怖)と寒さの中、私たちはただじっとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),耐)えるしかありませんでした。３月の東北地方はまだ真冬の寒さで、暖房がなくては生活できません。しかし、家の持ち主が貸してくれた毛布にくるまり、救助が来るのをじっと待ちました。
「大丈夫か、寒くないか？水は引いているから大丈夫だ。」

はっきりとは覚えていませんが、おそらくそのように話しかけてくれたのでしょう。自分達も大変な目にあっているにもかかわらず、私たちを気づかう言葉をかけてくれる日本人夫婦に、しみるような温かさを感じました。

夜が明けた１２日、ようやくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きゅうじょたい),救助隊)が来ました。隊員の男性は、
「水の中を少し歩くけど、かまいませんか？」

と聞いてきました。こんなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きんきゅう),緊急)な時でも礼儀を忘れない日本人に心の底から感動しました。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たがじょうし),多賀城市)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひ),避)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なんじょ),難所)に入ると、外国人は自分達だけでした。若い女性が貸してくれた携帯電話で、ドイツに残る息子に無事を伝えることはできました。とりあえず家族が無事でよかった。しかしどうやって帰るか、荷物やお金はすべて流されてしまったので、不安はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つの),募)る一方でした。
先のこともまったく分からないまま不安な日々を送り３日がたちました。するとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひなんじょ),避難所)のリーダーと思われる男性がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みぶ),身振)りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てぶ),手振)りをまじえながら、話しかけてきました。

「何とかなるから元気出して、一番の望みは何か？」
と聞いてくるので、
「ドイツに帰りたい。」

と一言だけ伝えました。わかったとうなずくと、どこかへ行きまた。しばらくするとその男の人がもどって来ました。そして

「車が出るからそれに乗ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんだい),仙台)へ行きなさい。」

と言いました。やっと帰れる、そう思うとうれしさにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さけ),叫)びたくなる思いでした。しかし他の方々はまだ避難所にいなければならないことを思うと、自分達だけここを立ち去るのには、複雑な思いがありました。出発の時、一つのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふうとう),封筒)をそっと渡されました。何かはわかりませんでしたがとりあえず受け取りました。
車の中で、出発の時手渡された封筒をのぞいてみました。中を見た私たちは信じがたい思いでそれを見つめました。「ガソリン代」と書かれたメモと現金が入っていました。見ず知らずの外国人に車を手配してくれるうえに、お金までくれるなんて…！
しばらくして、仙台市にあるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こくさい),国際)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうりゅう),交流)センターに着きました。そこでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はが),羽賀)さんという方が近づいてきて、泣きながら震えている娘とぼろぼろのかっこうをした私たちを見て、
「よし、おれにまかせとけ。」

と考える間もなく言いました。そして私たち親子は羽賀さんの友人の家に行くことになりました。後から調べて分かったのですが、そこは新潟県にある小さな村で、比較的被害が少ないところでした。夜中のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とうちゃく),到着)にもかかわらず、温かいお風呂を貸していただきました。いままでつかったお風呂の中で、これほど温かいお風呂はありませんでした。
「新潟駅から新幹線で東京に行かれる。」

羽賀さんの言葉を聞いた私たちはようやくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きんちょう),緊張)がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),解)けました。

３月１６日、新潟から東京へ向かい、翌１７日にはドイツへ無事帰国することができました。

私たちは、この体験を一生忘れることはできません。そして、旅行先が日本で本当によかったと思いました。私たちを助けてくださった日本の方々に、心からおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(れい),礼)を言いたいと思います。


２０１１年１２月３日　朝日新聞夕刊「助けてくれた日本人よ」より

作　渡部規生
①　あなたは、この物語を読んでどう思いましたか？






































②　主人公のお母さん（お父さん、娘のヨハン名）になったつもりで、


「お礼の気持ち」を書いてみましょう。





　　年　　組　（　　　　　　　　　　　　　　）








